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北陸および広域における霊場と風祭の分布との かかわり

田上 善夫
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K e y w o r d s
: w i n d f esti v al , s a cr e d p l a c e s ･ H

o k u ti k u d ist ri ct ･ J a p a n

が 分布 し, そ こ で は夏季に
｢風祭｣ が行わ れ て 鎮

] はじめに 風 が祈 願 され る(田上善夫 ,

1
2 0 0 0 a) ｡ 全 国的 に も

富山平野周辺 に は
｢風宮｣ な どと い われ る小雨 こ う した風 の 祭紀が2 0 0 0 余 の 神社 で 行わ れ

て い る
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( 田上善夫
･
2 0 0 0 b) o た だ し そ の 分布 は

, 強風 お

よ びそ の 矢筈 の 分布地域 と はや や 異な る ｡ そ れ に

は ｢風 の 盆｣ が ｢ 不吹堂｣ で僧侶 に よ り執行 され

た り
,
ま た両堂が な く て も集会所や 民家 な ど で行

わ れ る こ と に よ る( 田上 善夫 ,
2 0 0 1 a) ｡ こ う し た

祭紀斎行 の 地域 的な差異 は形 式に よ る と こ ろ も大

き い が
, そ れ ら は藩政期よ り明治期 に か け て 大 き

く 変容 した こ と に も よ る( 田上善夫
,
2 0 0 1 b) ｡

北 陸地域 を は じ め樹木
, 岩石 , 山岳を神体 とす

･

る神社 は多数分布し て おり
,

】 そ う した神社 の 分布

地域 は
, 風 の 祭紀分布と の 対応 が み ら れ る ( 田 上

善夫 ,
2 0 0 2 a) o た だ し , 現在 の 主要社 の 分布は か

な らずしも風 の 祭紀分布と対応す るわ け で は な い

(T a g a m i , Y ･ 2 0 0 2 ; 田 上善夫
,
2 0 0 2 b) 0

と こ ろ で
, 寺院に も そ の 縁起 に神 な どが ま つ わ

る場合 が多い o た と え ば奈良の 長谷寺の あ る泊瀬
,

初瀬は
･ 神 の こ も る洞窟 で 葬地 で も あ り

, ま た山

や水 の 札 古く は雷神の い た地 で あ っ た
｡ 笠置山

で も , 大仏殿建立の 際に 雷神 が千手窟の 龍穴 か ら

現れ て 河 の 大岩 を砕 い た ｡ 室生寺 で も
,
室生 山の

火山性洞窟の 龍穴 に
, 水神 の 龍神 が住 む と い われ

る o ま た 阿蘇 で 大龍 と十
一

面観音, 日光 山で 白蛇

と千 手観 音･ 走湯 山 で 温泉の 龍 と 千手千眼観音
,

竹生 島で 龍 に巻 か れ た水 の 女神 と観音, 羽黒 山で
しなとり しま

伯 宙州姫神 と聖観音
,
白 山 で 女人 ･ 龍神 と十

一

面

観音の よう に
, 龍神と観音の かか わ る説話が多い ｡

龍 や 蛇や 雷 は
, 洞窟や水源や 温泉や 山中の 湖の 具

体的な表現 で あ り
,
こ う し た自然 と観 音が 習合 し

た と い う(網野房子
,
2 0 0 0) 0

石 山寺 , 長谷寺
, 清水 寺 , 東大寺二 月堂の よう

な観音寺院 は , 巨大 な岩盤 に 寄 り添う よう に 懸造

り さ･ れ
, 秩父札所 の 橋立寺で は鍾乳洞 で胎 内く ぐ

りが行 わ れ る
｡ 葬場的地形 は

, 山 ･ 水 ･

岩 な ど大

地 の 豊穣性 に 結 び つ き
, 母胎 の イ メ .

- ジ に 帰着す

る と い う ｡ 日本 の 自然の 神 は磐座 ･ 磐境 で あ っ た

が
,
そ の 上に 観音 の 岩や 母胎の イ メ ー ジ が重 ね ら

れ て
,
聖域 を具象化す る神性と し て 定着 し た ｡ す

な わ ち豊穣の 女札 自然の 無 限の 生 成力 ･

増殖 力

の 信仰 の も と に 観音信仰 が 重 な っ た 仲 村生 雄
,

2 0 0 0) 0

観 音 の ほか に も , 薬師如来 の
一

つ 蛸薬師 は
,
蛸

に 乗 っ て 現れ た と い わ れ
, 蛸 を絶 っ て 祈願 が さ れ

る
o 薬師 の 兜字 ｢ バ ン ｣ は蛸 に似 て お り

,
航海安

全 を守護す る仏 と され た o 薬師は ま た山 の 神信仰

と習合 し た(豊 島 修 ,
1 9 8 6) o 地 蔵信 仰 は , 日本

の 疎 ･

政 の 信仰 の 上 に 仏教や 道教が 重な っ て で き

た と い う
o 地蔵菩薩は闇魔大王

L
f = 対 し て 衆生 を救

まがつ ひ の か み

う o 禍津日神は掌悪童子 , 荒魂
, 闇魔 , 検察官で

なおひ の か み に ぎみたま

あ り
,
直毘神 は掌善童子 , 和魂

, 地蔵 , 弁護士 で
ふ なとの かみ

あ る ｡ 地蔵 は道祖神
, 古 く は岐神 と か塞神な どと

似るが
･
地蔵 も道祖神も 石 で作 ら れ る こ と に よ る

(西田長男 ･ 三橋 健
,
1 9 8 3) 0

寺院 の 中 で 観音, 地蔵
, 不動 , 薬師な どを ま つ

る と こ ろは 多い が
,
こ れ ら は神 と 重合 す る

｡ す な

わ ち観音は龍ある い は滝 , す な わ ち水 の 神が 古層

に あ る と い わ れ
,
雨乞 と も結 び っ く

｡ 地蔵 は あ ら

ゆ る も の を支 える地 の 神で あり
, 作物の 恵み や家

内安全の 利益 が い われ る
○ 不動は悪 しきも の を打

ち破 り
･
風波 の 難 よ り鎮護す る と い わ れ る

｡ 薬師

は治病 ･ 延命 の 利益 が あ る と とも に山の 札 海 の

神 が そ の 基礎 にあ る と い われ る
｡

こ れ ら の 寺院の 霊験 ･ 利益 に み られ る特色 に は
,

風神祭 で祈願 され る鎮風や 鎮水
,
五穀豊穣等 と共

通す る も の が 大 き い ｡ そ の た め観音を は じめ と す

る
, 古層の 神々 と の 習合 を示す 寺院の 存在 は

,
秤

社 を中心 に行 わ れ る も の と は別 に
,
風 の 祭経 と異

な るか か わり が あ るも の と考 え られ る ｡

･lト 富山県周辺の地域霊場

1 . 氷見市付近の 寺院 と霊場

山や丘 陵 の 麓な ど に 位置す る寺院 は
, 境内が樹

叢に 覆わ れ
, 湧水 や池 が あ り

, 隣接 し て 神社 が あ

る こ とが 多い ｡ 氷見市の 上日寺は そ の 由緒に , 龍

神が観世音菩薩 を背 に乗 せ て 現れ
, 霊水が 湧き 出

て 千 手観音菩薩像を休浴 した と伝 え る
｡ 龍神 は行

田地周辺に い て 土地 を守 り
, 大字魅 の と き に 慈雨

をも た らす
｡

′

毎年 4 月1 7 ･ 1 8 日 の ｢ ご ん ごん祭 り｣

は慈雨天候贋調祈願に は じま る
o ま た こ の 祭 りは

,

境 内 に あ っ た 日吉神社 の 春祭 り で も あ る ｡

上 目寺境 内に は
,
元亀三 (1 5 7 2) 年 の 銘 の あ る

,

三 十三 ケ所観音が あ る ｡
こ う し た境内の 三 十三所

観音 は
,
氷見千手寺

,
長坂光西 寺な ど随所 に み ら

れ る o

!

さ ら に 上 日寺 が33 番札所 で あ る
, 氷見三 十
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北陸および広域に お ける霊場と風祭の分布との かかわり

三 所観音霊場(図 1 ) は, 氷見市か ら高岡市北西部

に か けて 広が る(氷見市史編さ ん委員会 ,
2 0 0 0) ｡

札 所 の
一

つ 岩屋堂(図 2 ) は ,, 江戸時代の
『
越中志

徴 』 に 泉岩屋上 して 紹 介さ れ て い る(橋本芳雄 ,

2 00 2) 0

上 目寺に は観音の ほか にも , 厄除 , 病除 ,
病疾

平癒 ,
心身健康が祈願さ れ る薬師如来,

悪心煩悩

を除く 不動明王 , 餅喰い 地蔵 と も い う延命地蔵菩

薩や ,
大日如来

,
阿弥陀如来,

如意輪観 音
,
馬頭

観音,
地蔵菩薩, 文殊菩薩, 閣魔大王 ,

天神
,
歓

喜天
,
金比羅大権現 , 弁財天な ど の 諸尊や諸守護

仏 が ま つ られ る ｡

氷見 で は地蔵 が地縁的なカ ク ナイ や地蔵観で 祭

られ , 子供組が行 う地蔵祭り で は ,
真言宗や禅宗

の ほ か真宗 の 僧も 読経 する ｡ ま た 不動 明王 が , 平

沢 の 不動滝 , 長坂の 長者 ケ滝 な ど にも和られ て い

る(佐伯安
-

,
2 0 0 0) 0

2 . 富山県西部の 地域的霊場

福光町坂本 で は ,
･ 7 月 6 日 に 農家の 人達 が 虫堂

に 集 まり , 日蓮宗法雲寺の 僧職に よ り ,
除蛭 の 祈

祷が され る ｡
2 体 の 石仏 は

,
イ ザ ナ ギ とイ ザ ナ ミ

むす び

を意味 し , 両神の 産霊 に あや か っ て 稲が稔 るよ う

祈願 され る(石崎直義 ,
1 9 6 5) 0

坂本か ら西 へ の 朴坂峠越 えは小又越 え , 殿様道

とも よ ばれ
,
倶利伽羅峠越 え とと も に 加賀 ･ 越 中

間の 主要往来で あ っ た ｡
旧石黒村和泉 の 十村の 石

崎市右衛門 は , 東砺波郡福野町の 安居寺 の 和尚 に

相談 し, 亡 き人 の 菩提を 弔い 旅人の 安全 を祈願し

て
,
こ こ に 西国三 十三番札所 を模 した観音の 石像

を安置した(図 3 ,
図 4 ) (石崎直義 ,

1 9 7 4) 0

庄 川町か ら高岡市 に 至 る中筋往来(高岡街道) 袷

い に
,
幕末 に西国三 十三 ケ所 を模 した 霊場 が作ら

れた (図 5 , 図 6 ) 0

高岡市に は , 昭和初期 に高岡新西国霊場が設立

され , 御詠歌も作ら れ た(大浦美子 ,
1 9 8 1) ｡ 大 仏

寺 に も観音が ま つ ら れ る(図 7 ) ｡ 観音像を安置 し

た寺院 は ,
そ の 後 の 異動 が大 きv ) ( 図 8 ) (高岡商

工会議所青年部都市 ビ ジ ョ ン 委員会 ,
19 9 5) 0

3 . 北陸の地域的霊場

金沢に は 二十 五天神巡礼, 坂東三十三 観音巡礼 ,

西国三 十三観音巡礼,
二 十四 地蔵巡礼 が行 わ中る

(西山郷史,
1 9 9 6) ｡ 西 国三 十三 観音霊場(図 9 ) は･

ほ と ん どが 金沢市内に あり , 兎辰山山麓に札所 が

多く
,
観音院 に も 置か れ て い る( 図1 0) 0

能登 で古
,
2
, 鹿島郡鹿島町 の 高畠観音講の1 0 ケ寺

請(西 山郷史,
1 9 85) や ,

諸橋郷三 十三観音巡礼,

二 十 -

真言寺 院巡礼 な どが 行 わ れ る ｡ 新潟 に は ,

佐渡, 越後横道札所 ,
越後蒲原郡, 越後上 田郷に

地域的な霊場 が ある ｡ 福井 にも , 越前, 越前今立 ,

越前池 田 ,
越 前福井 な ど の 地域的 な 霊場 が あ る

(新城常三 ,
1 9 9 6) 0

= 北陸の寺院と 一 国霊場

I
. 富山県周辺の 諸尊の分布

富山市 ･ 婦負郡 ･ 中新川郡 ･

下新川郡 ･ 高岡市 ･

氷 見郡 ･ 東 砺 波 郡
･

西 砺 波郡 の 各寺院 明 細帳

(1 8 8 0 年) に は , 阿弥陀如来以外を本尊 と する寺院

もか な りみ られ る ｡
地名の 変更な ど に よ り不明 の

も の を 除く と 計1 6 0 寺が あ り ,
高岡市5 3 , 氷見市

2 2
, 富山市1 2 で あ る ｡ と く に呉西 に 多く ,

1 0 5 寺

が あ る
｡

本尊 は観音4 5 , 地蔵2 0 , 不 動1 8 , 薬師 9 ,
そ の

他3 1 で あ る ｡ 白山社の 本地 は十 一 面観 音と さ れ る

こ とふ ら
,
富山県内の 古剃 も観音を本尊 とする と

こ ろ が 多心 と い わ れ る( 観音信仰 事 典編集 部 ,

2 0 0 0) ｡ 宗 派 は ,
天台

･

真言系が6 0 寺 で ,
う ち 古

義真言宗
･

真言宗高野 山派 が4 3 を 占め , 禅系3 9 ,

浄土系1 7 , 日蓮系7 , 不 明1 0 で あ る ｡

こ の 富山平野 か ら能 登半島に か け て は水神社,

滝 ･ 龍神社 ,
ま た火 ･ 日神社 な どが多数分布す る｡

こ れ ら は風宮 と の 分布 とや や 異な る(田上善夫 ,

20 0 2 a) ｡ ま た風 の 祭稚 は , 富山県上新川 ･ 婦負郡 ,

･東砺波郡 の 南部 の 谷や 山麓付近 で 行わ れ て お り ,

石動山周辺の 氷見市 ･ 石川県鹿 島郡 ･ 七尾市 な ど

で は 風鎮 祭に お け る鎌打神事 が 行わ れ る ｡ 観 音 ,

地蔵
,
不動

,
薬師を本尊 とす る寺院の 分布 の 分布

ち , そ れ ら と の 差異 がみ られ る ｡

2 . 越 中
一

国 の新西国 ･ 新四 国霊場

越 中
一 国観世音巡礼(図1 1) は ,

安永四 (1 7 7 5) 年

の
『越 の 下草』 に も記 さ れ て おノ

り
, 成 立 は天正末

-
' 61 -



(1 5 9 0 年頃) と い わ れ る(宮永正運 ,
1 9 8 0) . 先 述 の

氷見上日寺の 三 十三 ケ所観音は元亀三 (1 5 7 2) 年 の

銘が あり ,
ほ ぼ同時代 で あ る ｡

先述 の 殿様道観 音に も か か わ る1 番安居寺 は ,

加賀か ら の 越中の 入 口 に あた り
,
3 3 番法福寺は越

後 へ の 越 中の 出 口 に あた る ｡ 番外 に 中新川郡立 山

町の 岩瞬寺, 中新川郡上市町の 立 川寺が ある o 高

岡 ･ 富山 の ほか は各市町村 に 1 - 2 ケ 所 あ るが
, 射

水郡 小杉町 に は 6 所 が あ る ｡ 本尊 は聖 ･ 正観音1

3
, 千手観音1 2 , 十 一 面観音7 が多い が 全寺院と 同

様 の 傾 向で ある
｡ 宗派 は , 真言宗1 9

,
曹洞宗1 1 が

多 い ｡

越中
一

国 の 新四 国霊場(図12) は , 明治3 7 (1 90 4)

年に 二 見真乗に より発願 され た ｡
そ の 後廃所 同様

と な る が
,
昭和 8 (1 9 3 3) 年 に 再所 が促 さ れ た(谷

田 金八 ･ 石野 芳
一

,
1 9 3 3) ｡ 戦 後 に再 び こ の 霊場

が 記さ れ て い る( 長岡
-

忠
,
1 9 7 2) が ,

上 目寺や.安

居寺 で は こ の 案内は現在 され て い な い ｡

上目寺か ら法福寺の 里程 は
,
1 2 6 里2 6 町 と い う

｡

こ れ ら の 寺院 の 本尊 は観音が 計5 4 と多く
,
聖観音

2 4
, 千手千 眼観音15 , 十 一 面観音 8

,
如意輪観音

6 の ほ か
, 薬師 6 , 不敵 7 が ま つ られ る o

3 . 加 賀 ･ 能登周辺 の諸尊の 分布.

石 川県 の 『貞享 二 (1 6 8 5) 年 山伏 頭 願行寺 蓮

花院 医王 寺 乾貞寺 天道寺 触下由来帳』 に は ,

顧行寺6
1
0 ケ 寺, 蓮華院 3 ケ寺

,
医王 寺84 ケ 寺, 乾

貞寺1 1 ケ 寺 , 天道寺2 2 ケ 寺が 記 され
,
加賀分1 1 7

守, 越中分64 寺 の 本尊 に つ い て 抽出 した ｡
. 同 じく

石川県 の
『明治元(1 8 6 8) 年十 二月 鎮 守に 氏子 付

社掛宮寺由来調理 帳』 や ,

『全 国寺院名鑑』 (全 日

本仏教 会寺院名鑑刊行 会 ,
1 9 7 0) か ら も本尊 を抽

出 し た ｡

ま た石 川県 の 1 8 8 0 /8 1 年 の 羽咋郡 ･ 河北郡 ･ 能

美郡 ･ 小松 市
･

珠 洲郡
･

鹿島郡 ･ 七尾 市
･

鳳至郡

の 各寺院明細帳に よれ ば, 明治初の よ う す は 以下

で あ る ｡ 阿弥陀以外を本尊 とす る寺 院は , 輪 島市

に1 4
, 鳳 至郡能都 町1 2 , 鳳至郡穴水 町 9

,
小松市

7
,
金 沢市 6 寺 な どが 多 い 市町村 で あ る ｡ 能登

7 9 寺 に 対 し , 加賀1 9 寺 と
,
能登 に 集 中し て い る

｡

本尊 は観音3 3 , 薬 師1 4 , 不 動2 5 , 地 蔵 6 の 傾 で あ

る
｡ 宗派 は , 真言宗5 1 , 曹洞宗2 0 の ほ か

,
日蓮系

が 14 あ る ｡

4 . 能登の 一

国霊場

能登 で は鎌宮で御神体 の タ ブ の 木 に鎌 を 打ち込

む な ど, 祖霊 の 住 む地 と往来す る場 に 奇石 や大木

な どが か かわ る こ と が 多い ｡ そ こ に は漂着 し た少

彦名神 , す なわ ち 国土平定神 ･

病平癒神 が結 び つ

い て 稚 られ る こ とも多い o そ れ が 薬師の 本願 で あ

る病 の 苦 しみ の な い 楽土 と結び つ い て
, 本地 に 薬

師 が ま つ られ る よう に な っ て い っ た ｡ 薬師信仰は

真言密教 に 引き継 がれ るが
,
浄土教 の 普及 に よ り

観音に 浸食さ れ て い く ｡ 薬師信仰 は原初的信仰 に

近く
, 本源的部分 は中央祭稚に 包括され

,
他 の 部

分も 観音 ･ 弥 陀 ･ 地蔵
･ 金 毘羅な ど に 譲 っ た と い

う(西 山郷史 ,
1 9 8 6) 0

能 登
一

国観音巡礼(図14) は , 貞享元(1 6 8 4) 年 の

宝泉寺 ｢ 一

国 三 十三 番の 札所｣ に み え る Q 中世 ま

で の 著名な観音霊場や修験者 の 修行場が , 復興整

備 さ れ た ｡
そ れ に は前田の 政策

,
す な わ ち 旧社寺

領 の 復活 , 姻戚関係 , 書上 に よ る掌握
,
寺檀制度

の 確 立 ,
天神の 子 孫を 呼称等と と も に , 第9 番札

所 の 石動 山に よる 石動修験行場統
一

へ の 影響が大

き い と い われ る ｡ 1 8 世紀末 に は御詠歌も整 う ｡ 海

辺 や 邑知潟 を巡る た め水 の 要素が 強く , 用 い られ

る語 は心 8 , 月 7 , 法 ･ 船 ･ 世 5
,
仏 ･ 波 ･ 風 4

,

悟
･

浄土 ｢ 水 3 な ど で
,
観音に 浄土に導 かれ る様

が示 され る(西 山郷史 ,
1 9 8 5

,
1 9 9 6) 0

近 年 に も記 され る(高井勝己 ,
1 9 8 9) ｡ 第3 2 番 の

輪島市岩倉寺の 千手観音に は , 治病 や大漁 の 祈願

が ざれ る(観音信仰事典編集部,
2 0 0 0) ｡ 第19 番長

落寺は真言宗 で あ る(図13) ｡ 能 登三 十三 番 を名古

屋 か ら訪ね て来る人 も い るが
,
両部神道 の た め 神

社 に変わ っ た り, 所在不明 に な っ た り
,
無人 とな っ

た り し て
,
わ か ら な い 寺もあ る と い う ｡ 長落寺境

内の 階段 で は , 西国三 十三 番の 観音様 と四 国八 十

八 ケ 所霊場の 本尊様が お手引き を され る と書か れ

る ｡ ま た , 開運不動明王 が ま つ ら れ て い る ｡

三十三所 の 本尊に は , 十
一

面観音が多く1 3 あ り
,

聖観音1 0
,
千手観音 6 な どが あ る ｡ 宗派 は真 言宗

23
, 曹洞宗 6 の ほ か に , 神社 2 な どが あ る(図14) 0

5
. 越 後 の

一

国霊場
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北陸および広域における霊場と風祭の分布との かかわり

図 1 氷見三十三観音墓場 図 2 氷見 1 7 章の岩屋堂
氷見市小境大栄寺の木札によれば, 氷見庄巡礼と 氷見市街の 西方

, 中尾竹里山(1 37 . 也) の 上部

して享保二十(1 7 3 5) 年 の安置である(氷見市
,
2 0 0 0) ｡ に あり . 不動が ま つ られる ∩
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囲 3 朴坂峠越えの

観音墓場

西砺波郡福光町坂本

か ら金 沢市二 俣 に至 る

殿様道沿い にある｡ 文政

年間(18 1 8 -

3 0) に安置さ

れた ｡

仙 .i j
-
:ラ

'T

.

~
:

1

.

- 1

i .
-
､

二

_ ㌔.

図 4 朴坂峠 1 7 番の十 一 面親書
西砺波郡福光町三軒茶屋 の一日道沿い にある｡

図 6 庄川沿いの中筋往来 8 番 ,
9 番の観音

砺波市上中野であるが
,
旧青島村, 旧中野村にあ

っ た ｡
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図 5 中筋往来の 観音霊場

東砺波郡庄川町青島から砺波市太 田にかけて

嘉永
一

安政年間(18 48 ･

1 8 6 0) に開設された ∩



図 7 高岡霊場 29 番馬頭観音
高岡市大手町大僚寺｡ 札所は 1 番龍雲

寺をは じめ
,
旧市街地に集中して い る

o

し
㌦
＼

園 1 2 越中新四国 6 4 蕃乗車寺
上新川郡大山町文殊寺に あり

, 隣

接して武部神社が あるo

園 8 高岡新西国霊場
高岡市の有志らにより昭和 3(1 9 2 2) 年 に開設された. 図中
の 4 コ

ー ス は高岡商工会議所( 19 9 5) による
.

園 1 0 金沢霊場 2 5 香観音院
金沢市東 山の 高台にあり , 北陸観音2 3 番札所でもあるo

図 1 1 越中の 一 国霊場

新西 国は天 正末( 15 9 0 年頃) の成立とい う｡ 東砺波郡福野町安井の 1

番安居寺 より, 下新川郡宇奈月 町明日 の 3 3 番法福寺まで ｡ 新四 国は明

治 3 7( 19 0 4)年 に成立 ｡ 氷見市朝日山の 上日寺を発願と し, 上記 の法福

寿が結顧である
｡

~

6 4
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北陸および広域における霊場と風祭の分布とのかかわり

越後三十三 観音札所 は ,
第 1 番の 西頚城部名立

町名立大町の 岩屋堂か ら ,
第3 3 番 の 南蒲原部下田

村院内の 最明寺まで で ある ｡ 番外を入れ る と真言

宗豊山派11 , 真言宗智山派1 1 , 曹洞宗1 4 の ほ か に ,

浄土真 宗寺院 1 が 含ま れ る ｡ 第 1 番 は寛元年 中

(1 2 43- 1 24 6) , 2 番 は宝治
･ 建長(12 4 711 2 5 6) の 頃,

7 番は文永(1 2 6 4- 1 2 7 4) 年間,
1 0 番 ･ 3 3 番札所が

北条時頼 に より定 め られ た と い う ｡ し か し
『
越後

名寄』 ( 丸山元純,
宝暦六(1 7 5 6) 年) で は , 天正年

中(1 5 7 3- 1 5 9 1) に始ま る と い う ｡
日召和1 0 (1 9 3 5) 年

に は
,
下正中に より 『越後三十三 観音縁起集 』 が

ま と め られ た(倉茂良海 ,
1 9 8 2) 0

越 後新四国八十 八 ケ所霊場は , 昭和5 9 (1 9 8 4) 年,

弘法大師千百五 十年御遠忌の 頃に発願 され , 興教

大師八百五十年御遠忌の 平成 4 (1 9 9 2) 年 に開か れ

た ｡ 第 1 番 の 西頚 城郡能生町能生の 光明院か ら ,

第8 8 番の 南魚沼郡塩沢町君沢 の薬照寺ま で で あ る｡

宗派 は真言宗 の み で ,
豊 山派4 4 , 智山派4 2 , 醍醐

派 1 , 高野山真言宗 1 で あ る ｡ 本尊 は ,
観音1 4 ,

薬師10 , 不動 6 ,
地蔵 6 で あ る(小林知行 ,

1 99 3) 0

6
. .
北陸の 霊場

新た に 北陸三 県の 三十 三 ケ 所観音霊場 (図15) が

開か れ た(中川善教 ,
1 9 8 1) ｡ 聖

･ 正観音1 3 , 十 一

面観音9 , 千手観音8 な どが ま つ られ る ｡ 高野山

表 1 全国の寺院名称と延べ 数

親音寺 5 6 1 阿弥陀寺 18 5

寺 4 34

寺 3 6 2

寺 2 50

寺 2 34

肝

池

蔵

敷

監

福

楽

光

動

師
-
養

剛

法

福

光

西

地

極

正

西

安

東

不

薬

安

金

妙

長

寺 2 30

寺 2 2 6

寺

寺

院

寺

寺

寺

寺

寺

2 17

2 1 7

2 0 9

2 0 7

1 9 9

1 9 6

1 9 5

1 8 9

命

福

方

法

祥

光

量

眼

光

泉

王

迎

照

福

延

正

西

正

吉

真

無

慈

浄

法

薬

来

遍

真

寺 18 4

寺 17 6

寺 17 1

寺 14 7

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

13 8

12 4

1 1 9

1 1 8

1 1 6

1 1 2

1 1 2

iflロ

lo g

1 0 8

真言宗2 2 を は じ め真言宗各派計2 5 を中心 に , 曹洞

宗 5 ,
臨済宗2

,
天 台宗 1 の 寺院が ある(北 陸広

域観光推進協議会 ･ 北陸三 十三 ケ所 観音霊場会,

1 9 89) 0

ま た北 陸不動 尊三 十六 ヶ 所霊 場が 創 設さ れ た

(松田照鷹 ,
1 9 8 4) ( 図1 5) ｡ 富山県に 1 2 , 石 川 県 に

1 7
,
福 井県 に 9 寺が あ る ｡ 高野山真言宗2 8 を は じ

め
,
真言宗各派計3 2 が中心 で あ る ｡

な お越中か らは , 元禄期(1 6 8 8-1 7 04) こ ろ かち ,

関東方面に巡礼が 行わ れ た ｡ 本頗寺の 宗義 ･ 宗法

を継承 する 門弟二 十四 輩 に つ い て , 第1 番 下総国

結城郡横曽根村の 報恩寺か ら ,
第2 4 番常陸国久慈

郡左竹村の 西光寺ま で の 旧跡 を巡拝 した ｡
越 中か

ら の 巡礼は , 寛政年間(1 7 8 9- 1 8 0 1) の 常陸笠間藩

の 農村荒廃 に際 し ,
北陸信越 よりの 入 百姓誘致 に

お ける方便 と し七の 布教宣伝手引 も
-

因 と 指摘さ

れ て い る( 石崎直義 ,
1 9 9 6) 0

1V 全国の諸寺院分布と霊場

1
. 風 の祭面巳分布と諸寺院分布の かかわ り

『ゼ ン リ ン 電子地 図帳Z -
'

Ⅳ 』 ( ゼ ン リ ン ,
2 0 0 1)

か ら は
,
全国 で4 3 , 9 4 7 の 寺院が 抽出 され る ｡

こ れ

ら寺院は , 都市部 へ の 集中が著し い が , 山間部 に

はな お資料未整備の 地域 が ある こ と に も よ る ｡

表 2
＼

寺院名称に用いられる漢字と延べ 数

光 4 32 8

福 3 0 9 3

法 2 23 3

正 2 15 1

酉 2 0 50

妙 17 85

大 16 78

徳 15 7 5

善 15 2 0

浄 14 9 7

長 1 4 6 1

泉 1 43 5

明 1 3 7 6

本 1 2 6 6

円 1 1 6 6

照 1 1 3 7

蓮 1 12 1

蔵 1 1 14

宝 1 05 8

廟 1 04 6

林 1 0 3 5

革 10 0 8

楽 99 7

安 98 6

禅 ? 60

東 8 90

其 8 8 4

常 8 7 6

念 8 5 2

覚 8 3 3
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寺院名と し七
, 観音寺 , 観音院な ど観 音が つ く

も の が 多 く5 6 1 あ り
,
光 明, 西光 , 地蔵 と続 く ｡

薬師 は2 0 8 の ほ か
, 薬王 1 1 2 , 医 王 7 1 を加 え る と

,

3 9 1 に 達 す る ｡ ほ か に不動2 09 も 多い ( 表 1 ) 0

寺院名に 使用さ れ る漢字は , 光 の4 3 2 8 が 最多で
,

宿 , 法 と続く ｡
こ の傾向 は全 国的に類似して い る

が
, 光 は とく に西日本 で 多い

｡
2 番目 の 福は

,
東

北地方 で は光 と括抗す る(表 2 ) ｡ 抽象的な字が多

い 中で , 自然 をあ らわ す泉, 林, 龍 な ども多く み

られ る
｡

2 . 寺院分布の 特色とその地方別構成率

観音 ･

薬師 ･ 不動 ･ 地蔵寺は , 計1 2 3 7 に の ばる ｡

全 国1 0 地域 で の そ の 構成率は
,
大 き く異 な る ｡ す

な わ ち
, 観音の 場合 に は中国地方 を 中心 に , 西南

日本で とく に 高い ｡ 地蔵 は東海 か ら中国 ･ 四 国地

方 を 中心 に 高い が , 九州 で は少 な い ｡ 不動 は反対

に 四 国 ･ 九州お よび関東で やや高い ｡ 薬師は東海 ･

四 国地方 で 高い ｡

全 国 で み る と四 寺院 は , 対象寺院の 2 . 8 % を 占

め る ｡
こ れら四寺院合計数 の 構成率は , 四 国 で と

く に 高い ∵ 方
,
北陸地方 で は最 も低 く な る(図1 6) 0

山岳社寺 は修験 と の か か わ りが 深く , と く に 西日

本 で は そ れ が仏教系 の 信仰 に 変容 した と い われ る

(千葉徳爾 ,
1 9 8 5) ｡ 四 国

･ 中国地方 で は神社 で 行

わ れ る風 のR祭稚
は少 な い が

,
そ れ に は こ れ ら諸寺

院の 構成率が 高い こ とも -

因 と考 え られ る
｡

3 . 各地の 霊場の 特色

『全 国霊場巡拝事典 』 ( 大法輪 閣編集部
,
1 9 9 7)

な ど に は
,
各地 の 霊場寺院の 住所 , 本尊 , 宗派 な

どが 記 され て V ) る( 図1 7) . 巡 礼路 の 総延長 を求 め

る と
, 直線距離 の た め 実際 の み ち の り に く ら べ や

や 短い ｡ た と え ば 四国遍路 は8 7 3 k 皿 で あ る が
,

一

般 に 1 4 4 0 k m と い わ れ る ｡ 総延長 が5 0 0 k m を 超 え る

も の は
,
霊場 の 範囲 が複数 の 国 に わ た る ｡ 1､0 0 k m

を 超 え る も の は
,
い わ ゆ る

一

国巡礼 に あ た るも の

が多 い ｡ そ れ 以 下 の 場合に は , 郷 や 市町 村内 で の

地域 的霊場 で あ る ｡ 観 音霊場 に は大小 さま ざま な

も の が あ る 一

方 , 不動霊場 は大 き な も の が 多 い ｡

こ れ ら の 霊場の
一

部 は
,
成 立 の 年代が 知ら れ る

(全国霊 場大 事典編纂室 ･

属国忠幸
,
2 0 0 0) ｡ 多 く

の 霊場が成 立 す る の は
, 近世以 降で あ る

｡ 観音霊

場 は中世 に成立 し たも の も 多い が , 大師霊場 はや

や 遅れ て 近世 の も の が 多い ｡ 薬 師霊場 と地蔵 霊場

は近世 以前 と現代 に分 か れ , 不動霊場と 十三仏霊

場は み な新 し い ｡

4 . 霊 場の寺 院に まつ られる本尊

ま つ られ る本尊は こ の 四仏が大半を 占めて お り
,

観音が最 も多く , 薬師
,
不動

,
地蔵が 次ぐ(表 3 ) 0

し ょう

観音は ,
壁(正) 観音, 十

一

面観音, 千手観音, 如
じゅんで い けんじや く

意輪観音, 馬頭観音
,
准脹(堤) 観音, 不空箱索観

音の ,
七観音が大半で

,
そ の 他 に子安観音な どの

変化観音も多い ｡ 地蔵 は地蔵菩薩の ほか延命地蔵 ,

不動 は不動明王 の ほ か波切不動 な ど で あ る
｡
そ の

ほか に
,
如来, 菩薩, 大 師も多 い ｡

,

観音 ･ 薬師
･

不動
･

地蔵 を ま つ る 寺院の 分布に

は
, 相異が あ る(図1 8) ｡ 地 方別 の 本尊 の 数 に も差

異が み られ る(図1 9) ｡ 関東は観音よ り不動 と い わ

れ る , 成町山と 目黒不動 は日本 三大不動 , 大山不

動 , 高幡不動, 不動 ヶ 岡不動 は関東三 不動 と い わ

れ る 仲 山和久 ,
1 9 9 7) 0

5
. 霊 場の寺院と宗派

全国の 霊場 を宗派別に みる と
,
天台 ･

真言系が

最も多く
, 禅系 , 浄土系が次 ぎ

,
日蓮系 は きわ め

て 少な o (表4 ) ｡ 天 台よ り も真言が 多く
, 高野 山

真言革が最多で , 智山派 , 豊山派 , 御室派
, 醍醐

派 と続く ｡ 禅 系は曹洞宗 が多く , -臨済宗で は妙心

寺派 が最 も多い ｡ 浄土系 は ほ とん どが 浄土宗 で あ

る
｡ 浄土真宗本願寺派

,
真宗大谷派 , 日蓮宗寺院

は
, 例外的な も の で あ る ｡

こ の 宗派 は, 地方別 に は相違が ある (図2 0) ｡ ま

た霊場の 本尊 と宗派 に も 関係 が み ら れ る( 図2 1) 0

V 風の祭紀 と霊場のかかわりの検討

1 . 霊地 へ の観 音の勧請

観音 は 中国に 伝 わ る と き に
, 増殖豊穣 の 女神崇

拝 と結合 した ｡
さ ら に 日本 で は 日本 に ふ さ わ し い

辺土 仏 と し て 信奉 され た
｡ 日本 霊異記 に は観音が

とく に 多く と り あ げられ
,
唐兵 に 捕 え られ た者が

観音の 力で 救 わ れ る説話も あ る(速水 佑 ,
1 9 8 0

,
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北陸および広域における霊場と風祭の分布との かかわり

図 1 4 能登 一 国の 3 霊場

観音は貞享元( 16 8 4) 年以前に
, 能登十二薬師と十七作車

師は近世に開設された

図 1 5 北陸の霊場

昭和 56 年 に三十三

ケ所観音が成立
｡ 昭和

5 9 年 に三十六 ヶ 所不

動尊が成立 し
,
同第 1

番 は鹿島郡鹿西町能

登部下の 長楽寺
, 辛

3 6 番 は小浜市羽賀の
石川

羽賀寺である｡

･J･･t:Ill..

淵
.J

園 1 3 能登親書 19 書 聖観音

鹿島郡鹿西町能登部下の長楽寺で , 邑知潟

平野北西側の丘 陵下部に位置する

道
北

東

陸

海

島
屋

国

州
縄

国

海

未
開

北

東

近
中

四

九

沖
全

召
]

.

T

0 1 2 3 4 5 6

園 1 6 親青. 薬師･ 不動 ･ 地蔵寺が

各地域の 全寺院中に占める%

全国を経緯度から 1 0 地域に分ける
~

∴ .

園 1 7 全国の霊場の分布

各寺院の緯度 ･ 経度か ら巡礼路の総延長 を求め
, 円 の大きさで 示す

-
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-



_ _
r.1

l

覇提≡蛍I ∴_
I Ⅰ l

■ ■一 - ■S i; = t1

I鞠 璽暮
_
暮 l

■l 耶 1
f

(
ち吏lll I

I
整】1 1

1 f:-I 暮

司

0 508 10 OO 15 00 20 00

≡∃匡】巨】

EI 薬師

口 不勤

【】地裁

□ 他

図 1 9 地方別の霊場寺院の本尊数

観音が どの地方でも最多である
｡
薬師が多い の は ,

中部, 近畿 , 中国, 四国地方で ある
｡
不動が 多い の

は関東 ･ 九州地方, 地蔵が 多い の は東北地方で ある
｡
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図 1 8 全国の観音 ･ 薬師 一 不動 ･ 地蔵寺院の分布

観音系寺院は全国にあるが , とく に東海道周辺 に集中する
｡
薬師は

,

南関東 ,

･ 名 古屋, 近畿乳 瀬戸内に多い ｡ 不動は , 南開真に集中して

おり , 東北以北, 山陰, 南海道, 北陸以外 の 日本海側や内陸部で も少

ない
｡
地蔵は全国的に分布するが , 地方的に集中するとこ ろも多い ｡

E) 天 台真言系

□浄土系

図禅系

a? 日蓮系

口その他

0 50 0 1 0 00 1 5 0 0 2 0 0 0

園 2 0 地方別の霊場寺院の宗派数

天 台 ･ 真言系が多く
,
とくに 四国

･ 九州地方で多

いが 中国 ･ 東北地方ではやや少ない
｡
近畿 ･ 関東地

方で は禅系 , 浄土系も多く , な かでも中部地方で は

禅系が 多く, とくに太平洋側で顕著で ある ｡

国 21 霊場寺院の宗派と本尊

観音 ･

薬師
･ 不動 ･ 地蔵とも, 多くは真言宗寺

院にま つ られる｡ とくに不動は真言寺院に集中す

る
.
た だ し観音 ･ 薬師は禅系寺院にも多い o 浄土

系
,
日蓮系寺院で は観音の他はきわ めて少な い｡

~
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北陸および広域における霊場と風祭の分布との かかわり

表 3 全国の 暮場にまつられる本書

観音

聖観音

十
一

面観音

千手観音

如意輪観音

正観音

馬頭観音

准l抵観音

観音菩薩

子安観音

白衣親音

不空屑索観音

救世観音

瀧見観音

楊柳観音

六観音

魚藍観音

慈母観音

子育観音

水月観音

他の観音

2

0

6

8

6

6

7

8

4

4

ー

4

4

4

4

3

3

2

9

6

ー

9

7

6

2

ー

ー

1

ー

8

8

6

ー

如来

阿弥陀如来

大日如来

釈迦如来

無量寿如来

阿 閃如来

善光寺如来

五智如来

表 4 全国の掌場の宗派別数

各宗の 20 寺未満の 派はその他と して集計

4 14 天台 宗 372

2 9 2 そ の 他の 天台宗 25

1 9 4 天台 宗 計

18

1 0 高野 山真言宗

4 真言宗智山派

2 真 言宗豊 山派

他の如来 6 真言宗御室派

計

菩薩

虚空蔵菩薩

弥勘菩薩

文珠菩薩

普賢昔薩

勢至菩薩

9 40

5 5

2 8

2 4

1 2

9

他 の菩薩 g

計

2

37 大師

(親書) 38 2 弘法大師

計 323 7 厄除大師

他の大師

13 6

薬師 (大師) 19 4

薬師如来 43 9 計

七仏薬師 4

(薬 師) 38 9 神

計

不動

不動明王

波切不動

不動等五尊

他の不動

83 2 ( 稲轟)

( 浅間)

金毘羅大権現

28 1 蔵王権現

12 他 の大権現

29 9

2

2

2

2

8

4 他 の神 14

2 計

37 4

計

地裁

地蔵菩薩

延命地蔵

嘩軍地蔵

輯取地蔵

子安地蔵

鮭命地蔵

日限地裁

他の地蔵

6 7 3 その他

毘沙門天

十界垂茶羅

16 3 弁財天

46 ( 隻茶羅)

8 愛染明王

4 歓喜天

3 大通智勝仏

2- 聖徳太子

2 三面 八骨

8 青面金剛

(地蔵) 2 9 0 その他

計 5 26

3 0

3

ー

2

7

q
)

9

q
y

8

6

6

5

2

2

2

計 13 2

1 9 8 2) ｡ 先 述 の よ う な水 の 祈願 の ほか に も , 馬頭

観音 に は馬の 安全 や冥福が祈願 さ れ , 子安観 音に

真言宗醍醐派

真言宗大覚寺派

真言宗善通寺派

新義真言宗

真言律宗

そ の他 の真言宗

臨済宗妙心寺派 2 30

臨済宗建仁寺派 94

臨 済宗南禅寺派

臨済宗円覚寺派

臨済宗東福寺派

その他瞳済宗

40 7 瞳済宗 計

20 6

1 4 4 時宗

9 1 融通念仏宗

50 浄土真宗本願寺派

31 真宗 大谷派

2?
21 5 日蓮宗

真言宗 計

浄土宗

西山浄土宗

そ の 他 の 浄土宗

2了87 日蓮本宗

法華宗(本 門流)

21 9 和 宗

43

4 5 0

6

5

0

3

2

ー

.
1

3

ー

3

9

2

ー

18 そ の 他 の 仏教宗派 51

浄 土宗 計

曹洞宗

黄葉宗

280

諸 修験宗

86 7

1 6 諸 神社

は安産 ･ 子育て が祈願され る ｡

観音信仰 は民間に あ っ た信仰 と習合 し , 仏教 の

姿 を借り た民俗的崇拝と し て , 民間呪師た ち に よ

り地方 に 波及 して い く o 東大寺二 月堂の 観音悔過

(修÷会) の よ う にi 表面は観音の 信仰
･ 儀礼の 形

を とりなが ら
, 民俗宗教 の 仏教的変装が な さ れ る

よ うに な る(速水 佑,
1 9 8 2) ｡ そ の た め各地 に 古

くか ら あ っ た信仰 の場が , 観音な どの 霊地 にかわ っ.

て い く こ と にな っ た ｡

2 . 霊場化と巡礼

観音ゆ か りの 泊瀬は神霊 ･ 死霊 の 地
,
熊野 は伊
ひ じり

邪那伎尊が 葬送 さ れ た地 で あり ,
こ れ らは聖や 行

者 の 修行 , 寄宿, 結線
■■
･ 教化の 場で あ っ た ｡

こ う

した霊場の 巡礼 は ,
聖 の 験力 を高め る修 行と さ れ

た(速 水 借 ,
1 9 8 2) ｡ ま た 巡礼 に 先行 して ,

六.観

音 ･ 七 観音を巡 る風習 が あ っ た ｡ 死 の 世界 - 六道

輪廻 に 足 を踏み 入 れ て 生 まれ 変わ る
,
こ と を意味

す る ｡ 太陽 の 昇 る生 の 国か ら死 の 国を 巡る た め左

回り をす る(西 山郷史 ,
1 9 9 6) ｡ な お 四 国 で も札所

を逆回りす る の は ,
7 9 冊 の 納経帳 中, 明治1 0 (1 87 7)
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年の 1 例 だ け で あ る(稲 田道彦 ,
2 0 01) ｡

応 保元(1 1 6 1) 年 に ,
三井寺 の 覚忠 は西国三 十三

所 を巡礼 した ｡ 第 1 番 の 那智, 第3 3 番 の 御室戸 は

三井寺と の 関係が 深く ,
こ の 霊場 は寺門本山派の

権威 か ら尊重 され る ように な っ た ｡ ま た 鎌倉将軍

家は清水寺や 三 井寺との 関係が深く , 将軍実朝の

時代 に 坂東三十 三 所が 成立 した と推定 さ れ る (逮

水 佑 ,
1 9 8 0

,
19 82) 0

1 5 世紀中頃か ら は , 東国か ら伊勢を経て 三 十三

所 を 巡 る者が 増え た こ とか ら ,

｢ 西国｣ と よ ばれ

る よう に な っ た と い わ れ る
.
0
1 5 世紀後半 には郷 村

制の眉治的村落の 誕生 , 経済 的向上 に より ,
こ う

し た巡礼が 民衰化 した (速水 佑 ,
19 8 2) 0

四 国八十八 ケ 所の 札所寺 院は ,
山中, 岩山 , 港

岸 ,
亜熱帯景観,

盆地
, 町中, 農村 に あ る ｡

た だ

し農 村 に あ る もの も か つ て は 山 の 上 に あ っ た ( 稲

田道彦
,
2 0 0 1) た め ,

八 十八所 に も三 十三 所 と 共

通 す る
,
霊地

,
修行 の 地

,
さ ら に 巡礼 の 民衆化 の

要素 をみ る こ とが で き る ｡

3 . 地 方の 写 し霊場

西 国
,
坂東, 秩父等の 観音霊場 は , 全国各地 に

伝 わ っ た ｡ 中世 ま で に 1 0 余 ケ 所 , 享保 (1 7 3 6) 以前

に 5 1 ケ 所 , 江戸 時代 中に 1 4 6 ケ 所 が 成立 し た ｡ 東

北17 , 関東33 , 中部3 3 , 近畿2 4 , 中国13 , 四 国 7 ,

九 州1 9 で , 東国が 西国 に倍 す る ｡ 新 四 国八十八所

は東北 l , 関東1 5 , 中部 9 ,
近畿 2 , 中国 7 ,

四

国 4
,
九州 6 で

,
観音 ほ ど東西の 差 は な い ｡ 巨司国

は 中世 に 確認 され る も の はほ と ん どなく ,
大半が

江 戸後期 の 成立 で あ る ｡

小豆島霊場 は
,
1 8 世紀中頃に 創設され , 嘉永四

(1 8 5 1) 年頃 に 確立 した ｡ 島内 の 全 て の 真言宗寺院

3 5
, 全 て の 郷 社 ク ラ ス 神社 8 ,

堂宇4 5 か ら成 り ,

明治維新期 に は
一

部札所 の 移動や廃 止な どが起 き

た ｡ 明治3 1 年 の 資料 で は香川県 , 兵庫県南部 , 岡

山県 ,
広 島県か ら の 巡拝者が 多か っ た が ,

現在 は

鳥取県 (3 8 . 9 % ) と 兵庫県 (3 8 . 1 % ) が 多 い ( 小

田 匡保 ,
1 9 9 6) ｡

こ れ ら地方霊場 の 多く は
,
現地僧侶 や篤信者 な

どの 信仰 的情熱 に よ り設立 され た とし) わ れ る ｡ 理

由 と し て
,
西 国や 四 国に 参 る の が 困難の ほ か , 徳

民 に よ る費用の 持 ち 出し を押 さ え る ,
農閑期 の 農

民な ど の 遊楽
,
関係寺 院の 経済的期待 な どが指摘

さ れ る(新城常三 ,
1 9 6 6) ｡ 新 四 国が新西国 にく ら

べ て 少 な い の は , 歴 史 の 新 し さ , 信仰的関心が 薄

い
, 真言寺院だ けを選 ぶ の が 困難

,
な ど が い わ れ

る ｡

4
. 霊 場と農耕儀礼

利根川下流域
一 帯 に は ,

1 9 世紀前半に成立 した

4 0 余 の 霊場が ある ｡ 各霊場 は数十か ら百数十の 部

落を含み ,
巡礼に 数日な い し十数日を要 す る ｡ 札

所 は寺院 , 神社 , 個人宅 , 堂宇な ど で ,
お そ らく

後か ら作られ た 小さ な大師堂が 付随する ｡ 巡礼 は

数百人程度の 諸集 団で , 講 の 範囲 は霊場 の 範囲 と

等 しく ,
ム ラ連合 , 通婚圏 で あ る と い う(小嶋博

巳
,
1 9 9 6) 0

本 四 国 で も遍路 は , 明治初期 の 記録 に よ れ ば ,

毎 年春夏の 間郷 里 を 出て 回国 する者 と され る(稲

田 道彦
,
2 0 0 1) ｡

､

利 根川下流域
一

帯 の 巡礼 も ,
毎

年 3 月下旬か ら 4 月 上旬 に 行わ れ る o

'
巡礼行事は

カ ミ ゴ ト で も あ り , ･巡礼集団 は来訪神, 大 師は作

の 神 とされ る ｡ 浜方大師で は春の 巡礼は豊穣祈願 ,

秋 は
｢
風除 け大 師｣ つ まり風祭り と さ れ て い る ｡

江戸川大師の 巡礼行事 も ,

｢
豊年祭｣ と称 した ｡

も と も と農耕の 予祝 的な 山遊 びや 野 が け が あ り ,

そ こ に 仏教的 な信仰行 事を と り い れ て ,
巡礼 が受

容さ れ た(小嶋博巳 ,
1 9 9 6) ｡ ま た , 東京都北部か

ら埼玉県南部に か け て の ｢送 り大師｣ も ,
町 の 安

穏 と 五 穀豊穣 を祈願 し
,
毎年 3 月 2 5 日 か ら 4 月

1 1 日 に 巡行 する ｡ 農事情報の 交換 の 場 で も あり
,

予祝的な農耕儀礼 , 季節祭 りと され る(後藤洋文 ,

1 9 7 8) 0

5
. 霊 場の変容 と風の 祭而巳

現在
,
全国 に 観音巡礼 コ ー ス は6 0 0 以 上 あ る と

い わ れ る
｡ 新 四 国や 島四 国, 三十六不動や 四十九

薬師な どを含 め る と
,
巡礼 コ ー ス は14 0 0 以 上 に の

ば る(大路直哉 ,
2 0 0 1) o-

と く に 不動明王 は ,
大山 で は慈雨

,
成 田 山 で は

家内安全 ･ 商売繁盛が 祈願 さ れ , 江戸時代よ り三

不動や 五 色不動 が あ っ た が ,
不動尊 め巡礼 は戦後

に な っ て 整 っ て き た ｡ 仏 の 周囲 を 右 に 三 度 回る

｢ 右遠 三 匝｣ に も と づ く霊場 回 り は ,
現代社会 で
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北陸および広域に お ける霊場と風祭の分布とのかかわり

の 各種イ ベ ン ト の
一

つ で ある . 都市_q) 宗教浮動層

が
, 内に民俗宗教をと どめ つ つ自己の アイ デン テ ィ

テ ィ を 求め る と い う
,
能動的な個人行為で ある こ

と で 受入 れ られ て き た (中山和久 ,
19 9 7) ｡

現世利益 の 強い 現代 で は , 観音 ･ 薬師 ･

不動
･

地蔵な ど, V ゝ ずれ に して も祈願を 求め る対象の 性

格が より求 め られ る よう に な っ た と い え よう ｡
あ

るV ゝ は線の 地を離れ て も ,
な お そ の 機能を 求め て ,

新 た な祈願 の 対象と さ れ る こ とも考え られ る ｡ そ

の た め
, 風祭 の ような鎮風 ･ 鎮水や五 穀豊穣の 祈

願が , 本来の 風神 で は な く こ れ ら の 仏を対象に行

う こ
■
と は十分 に考え られ る ｡

V l おわりに

多くの 霊地 は山中や山麓の 岩や滝 に臨み ,
そ こ

に お け る構造物が社両 や堂宇あ る V ) は修験 的装い

が され たも の で も
,
自然が 基層に あ る こ とが共通

す る o そ こ に は氏族 の 神や
,
自然 の 神が 紀られ て

い た と考え られ る ｡ そ れ ら の 神々
~
に対 し て , 観音,

薬師
,
不動

,
地蔵 な どが本地に あて られ て ,

そ の

性格が明確に され た ｡ 神社 , 寺院あ る い は修験 な

どに類似す るが , 紀 ら れ る の は辺土の 仏で あ る ｡

岩 や滝 の 傍らに 石像が紀 られ る と ,
そ の 具体的

な信仰対象は地域 固有の 仏 にか わ り , 神と同様に

多くの 地域の 仏が生ま れる こ とに な っ た ｡ 観音の

補陀落浄土 は , 身近 な熊野 の 南方海上 に あ るも の

で あ っ た ｡ 鎌倉仏教で は ,
身近な神や仏も

,
仏法

と国土を守 るもの と さ れた ｡

ま た こ れ ら の 仏像は
,
依代ま で 降臨す る神と 異

なり
,
位置が 固定 して い る ため に

,
そ れ に対 し て

巡礼する こ とが 必要と な る ｡ 各地 の 岩壁や滝 にあ

る観音な ど
,
日本の 仏 へ の 遍歴 は修行 の 大 きな 要

素で あ っ た ｡ 西国霊場や後に四 国霊場 が , 発生 し

た
｡

現代 に お い て ,
霊 場を 多く. の

一 般大衆 が 巡 る o

能動的な行為 で ある こ と に より , 巡礼 が広く 受容

され て v ) る
.
ま た そ れ に は年中行事と し て ,

通過

儀礼と し て
,
地域社 会の シ ス テ ム を支 え る意味が

あ る
｡

風祭 はとく に 農耕社会に お ける民俗行事で あ り ,

災害 を除け豊穣 を祈願する ほか に 複合的な性格が

あ る ｡ 霊場 ･ 巡礼も, 同様に民俗行事と して の 意

味合い が強く ,
か つ 複合的な性格を も つ の で あれ

ば
, 両者に は相互 にか か わ る点も生 じよ う｡ 神社

に お い て 風祭が行 われ るだ け で な く , 同様の 趣 旨

や機能 の 祭紀が ,

七

こ れ ら の 仏を 中心に し て も行 わ

れ て い る と考えら れる ｡
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2 6 1-2 7 6 .

速 水 佑(1 9 8 2) : 観音信仰 の 研究成果 と 課題 . 逮

水 佑編 『観音信仰』 雄 山閣出版 ,
3 2 7- 3 4 5 .

氷 見市史編さ ん 委員会(2 0 0 0) : 『氷 見市史 6 資

料編四 民俗
,
神社

､

･ 寺 院』 氷見市 ,
10 1 9 p .

北 陸広域観光推進協議会
･

北 陸三 十三 ケ所観 音霊

場会(19 8 9) :
『北 陸三 十三 ケ 所観音霊場 案内』

北陸三十三 ケ 所観音霊場会 ･
.

北 陸広域観 光推進

協議会 ,
7 9 p .

松 田 照鷹(1 9 8 4) : 北陸不動尊霊場創設廟仰 . 北 陸

広域観光推進協議会
･

北陸不動尊霊場会
『
北 陸

不動尊霊場案 内』 北陸不動尊霊場会 ,
2- 3 .

寓 永正運 (1 9 8 0) :
『
越 の 下草』 富 山県郷土史会(原

著は藤原 正道(安永四 ; 1 7 7 5)) .
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北陸および広域における霊場と風祭の分布との かかわり

由谷祐哉(1 9 8 4) : 能登地方 の 観音霊場 . 日本民俗

学 ,
15 4

.
7 4- 9 0

T ag a mi , Y . (2 00 2) : S o m e c h a r a ct e r i s t i c s o f s h r i n e

d i s t r i b u t i o n i n c e nt r a l J ap a n . G e o g r a pb i c a l

R ep o r t s of T o ky o M e t r o p o l it aT I U n i v e r si t y ･ 3 7 ･

5 ト6 0 .
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